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第
６
章
　
生
　
活

     「
国
民
の
絆
」
と
い
う
日
本
の
強
靭
化
の
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

九
州
大
学
教
授　

施　

光
恒

１　

難
局
と
国
の
か
た
ち

２
０
２
０
年
４
月
初
旬
、
緊
急
事
態
宣
言
が
東
京
な
ど
７
都
市
に
発
令
さ
れ
た
と
き
、
諸
外
国
か
ら
批
判

や
疑
問
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
（『
時
事
通
信
』
２
０
２
０
年
４
月
７
日
付
配
信
）。
日
本
の
緊
急
事
態
宣
言

は
、
罰
則
が
な
く
甘
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
も
の
だ
。

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。欧
米
諸
国
で
は
外
出
禁
止
違
反
な
ど
に
罰
金
を
科
し
、厳
格
に
取
り
締
ま
っ

た
（『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』
２
０
２
０
年
４
月
６
日
付
）。
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
で
は
外
出
禁
止
に
違
反
す

れ
ば
罰
金
約
35
万
円
だ
っ
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
さ
ら
に
厳
し
か
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
、
政
府
の
行
動

制
限
措
置
に
違
反
す
れ
ば
、
罰
金
ど
こ
ろ
か
禁
固
刑
を
科
さ
れ
た
り
殴
打
さ
れ
た
り
す
る
国
も
あ
っ
た
よ
う

だ
（
飯
山
（
２
０
２
０
））。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
、
個
人
情
報
に
踏
み
込
み
、
人
々
の
行
動
を
監
視
・
統
制
す
る
こ
と
も

第１節
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229　第6章　生　活

行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
中
国
政
府
は
、
主
要
都
市
の
閉
鎖
後
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
各

個
人
に
自
身
の
行
動
の
許
容
範
囲
を
知
ら
せ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
の
行
動
を
監
視
・
統
制
し
た
。
外
出
可
の

者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
緑
色
、
自
宅
で
数
日
間
隔
離
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
者
に
は
黄
色
、
14
日
間
に
わ

た
る
自
宅
隔
離
措
置
が
求
め
ら
れ
る
者
に
は
赤
色
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
送
ら
れ
た
（
ラ
イ
ト
（
２
０
２
０
） 

27

－

28
頁
）。
こ
の
ア
プ
リ
は
各
個
人
の
動
き
を
追
跡
・
監
視
し
、
リ
ス
ク
要
因
が
増
え
れ
ば
、
ス
テ
ー
タ

ス
は
緑
色
か
ら
黄
色
な
い
し
赤
色
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。

脳
神
経
学
者
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ラ
イ
ト
氏
（
２
０
１
８
）
は
、
中
国
政
府
が
、
近
年
、
築
き
上
げ
て
き
た
Ｉ

Ｔ
技
術
を
駆
使
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
個
人
権
を
認
め
ず
国
民
生
活
を
監
視
・
統
制
す
る
シ
ス
テ
ム
を

「
デ
ジ
タ
ル
権
威
主
義
」
と
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
称
し
て
き
た
。
ラ
イ
ト
氏
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
際
し
て
、

中
国
で
は
「
デ
ジ
タ
ル
権
威
主
義
」
的
手
法
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
と
見
る
（
２
０
２
０
、 

26

－

27
頁
）。

加
え
て
、
中
国
ま
で
と
は
い
か
な
く
て
も
、
韓
国
や
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
の
国

や
地
域
で
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
「
デ
ジ
タ
ル
権
威
主
義
」
的
手
法
が
と
ら
れ
た
と
論
じ
る
。
例
え
ば
、
韓

国
政
府
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取
引
、
監
視
カ
メ
ラ
映
像
、
そ
の
他
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
感
染
者
を
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
ん
で
探
索
し
た
。

２　

穏
健
な
手
法
を
活
用
し
た
日
本

以
上
の
よ
う
な
事
例
を
み
れ
ば
、
日
本
に
対
し
て
「
甘
す
ぎ
る
」
と
い
う
批
判
が
諸
外
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
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た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
日
本
が
諸
外
国
の
よ
う
に
厳
し
い
政
策
を
取
れ
た
か
と
い
え
ば
、
憲
法
上

の
制
約
や
国
民
の
合
意
を
取
り
付
け
る
こ
と
の
困
難
さ
、政
府
の
強
硬
な
姿
勢
を
嫌
う
国
民
感
情
な
ど
か
ら
、

不
可
能
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
今
後
も
ほ
ぼ
不
可
能
だ
ろ
う
。

日
本
政
府
は
、
結
局
、
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
つ
つ
も
、
罰
則
は
設
け
ず
要
請
と
指
示
の
み
と
い
う
穏
健

な
方
法
を
と
っ
た
。
だ
が
統
計
的
に
見
れ
ば
日
本
の
成
果
は
優
秀
で
あ
る
。
感
染
者
や
死
亡
者
の
割
合
は
世

界
最
低
レ
ベ
ル
だ
と
い
え
る
。

日
本
の
好
成
績
の
要
因
は
諸
説
あ
ろ
う
が
、
国
民
の
規
範
意
識
の
高
さ
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
自
発
的
協
調

行
動
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
注
１
）。
ま
た
、
高
い
衛
生
意
識
な
ど
も
一
因
だ
ろ
う
。

外
出
自
粛
や
商
店
の
休
業
な
ど
、政
府
や
自
治
体
の
要
請
は
概
ね
守
ら
れ
た
。
人
と
人
と
の
接
触
機
会
も
、

政
府
目
標
の
８
割
削
減
が
達
成
で
き
た
か
は
と
も
か
く
各
地
で
そ
れ
に
近
い
大
幅
減
少
に
至
っ
た
。
5
月
連

休
中
の
新
幹
線
の
乗
車
率
は
軒
並
み
10
％
以
下
で
０
％
の
便
も
あ
っ
た
（『
東
京
新
聞
』
２
０
２
０
年
４
月

27
日
付
朝
刊
）。
街
を
歩
け
ば
、
ほ
ぼ
全
員
が
マ
ス
ク
着
用
者
だ
。
ス
ー
パ
ー
等
に
行
け
ば
、
ど
の
店
に
も

レ
ジ
前
に
は
適
切
な
対
人
距
離
を
促
す
足
跡
の
表
示
が
あ
り
、
店
員
と
客
の
間
を
仕
切
る
ア
ク
リ
ル
板
や
ビ

ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
が
巧
み
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
光
景
が
全
国
的
に
見
ら
れ
た
。

海
外
マ
ス
コ
ミ
の
評
価
も
、日
本
の
好
成
績
を
受
け
て
変
化
し
た
。
例
え
ば
、米
国
の
外
交
雑
誌
『
フ
ォ
ー

リ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
』
や
英
国
紙
『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
は
、
日
本
の
成
果
を
高
く
評
価
し
た
（Sposato,  

2020；
M

cCurry, 2020

）。
両
者
は
共
通
し
て
、
日
本
政
府
の
対
応
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の

う
え
で
成
功
の
理
由
を
、
や
は
り
日
本
国
民
の
規
範
意
識
の
高
さ
や
自
発
的
に
と
ら
れ
た
協
調
行
為
、
優
れ
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231　第6章　生　活

た
衛
生
意
識
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
生
活
習
慣
等
に
、
つ
ま
り
い
わ
ば
文
化
的
要
因
に
求
め
る
。

私
は
、
こ
う
い
う
論
調
を
目
に
す
る
と
、
比
較
法
学
を
専
門
と
す
る
王
雲
海
氏
の
議
論
を
思
い
起
こ
さ
ざ

る
を
得
な
い
。
王
氏
は
、
日
本
と
中
国
の
社
会
を
比
較
し
つ
つ
、
日
本
の
安
定
し
た
秩
序
の
根
底
に
あ
る
の

は
「
文
化
」
だ
と
述
べ
た
（
２
０
０
６
、 

24

－
39
頁
）。
こ
こ
で
「
文
化
」
と
は
、
何
ら
高
尚
な
意
味
を
含

む
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
や
慣
習
、
常
識
な
ど
の
非
法
律
主
義
的
で
非
権
力
的
な
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
王

氏
は
、
中
国
の
秩
序
を
形
作
っ
て
い
る
の
は
、
政
治
権
力
そ
の
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。

王
氏
は
、
日
本
は
、
大
陸
国
家
で
あ
る
中
国
と
異
な
り
、
民
族
の
移
動
や
侵
略
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
土
地

に
根
差
し
た
定
住
型
の
社
会
を
長
く
作
り
、
そ
れ
が
保
た
れ
て
き
た
た
め
「
文
化
」
に
基
づ
く
秩
序
形
成
が

発
達
し
た
と
解
釈
す
る
。
定
住
型
の
日
本
社
会
で
は
、
他
者
と
の
軋
轢
を
避
け
、
互
い
に
気
を
配
り
あ
い
、

長
期
的
な
信
頼
を
大
切
に
す
る
規
範
意
識
が
発
達
し
た
。
対
照
的
に
中
国
は
、
人
々
の
流
動
性
が
高
く
、
上

記
の
意
味
で
の
「
文
化
」
が
秩
序
形
成
力
を
持
た
ず
、政
治
権
力
で
社
会
を
統
合
し
て
い
る
と
み
る
。
ま
た
、

王
氏
は
、
欧
米
は
、
日
中
の
中
間
的
な
性
格
を
有
し
、
法
と
権
力
に
よ
る
統
治
が
支
配
的
だ
と
捉
え
る
。

王
氏
の
議
論
を
念
頭
に
置
け
ば
、
今
回
、
日
本
が
と
っ
た
手
法
は
い
か
に
も
日
本
的
で
あ
る
。
評
論
家
の

中
野
剛
志
氏
は
、
国
力
を
「
人
々
を
動
員
し
、
協
働
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
か
を
創
造
し
、
成
し
遂
げ

る
た
め
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
社
会
的
な
能
力
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
の
こ
と
」（
２
０
１
１
、１
４
０

頁
）
だ
と
規
定
す
る
。
当
然
な
が
ら
国
力
を
発
揮
す
る
方
法
は
各
国
に
よ
っ
て
異
な
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
際
し
て
は
、
欧
米
は
法
と
強
力
な
罰
則
に
、
中
国
は
強
力
な
政
府
に
よ
る
国
民
生
活

の
全
面
的
な
監
視
・
管
理
に
頼
っ
た
。
日
本
の
場
合
は
、
人
々
の
高
い
規
範
意
識
や
協
調
性
、
そ
れ
ら
か
ら
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導
か
れ
る
自
発
的
・
協
調
的
な
行
動
、
優
れ
た
衛
生
意
識
な
ど
を
活
用
し
た
。

３　

政
策
目
標
と
し
て
の
国
民
の
紐
帯
の
維
持

こ
の
見
方
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
再
来
や
類
似
の
感
染
症
、
あ
る
い
は
大
規
模
な
自
然
災
害

な
ど
の
他
の
難
局
に
直
面
し
た
場
合
の
今
後
の
日
本
の
政
策
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
有
用
な
観
点
が
１

つ
得
ら
れ
る
。
人
々
の
自
発
的
・
協
調
的
行
動
を
引
き
出
し
、
結
束
し
て
難
局
に
対
処
で
き
る
条
件
を
い
か

に
整
え
る
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
緊
急
経
済
対
策
の
よ
う
な
短
期
的
・
即
応
的
な
も
の
に
つ
い
て

も
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」な
い
し「
コ
ロ
ナ
以
後
」の
中
長
期
的
な
政
策
方
針
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
政
府
の
要
請
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
人
々
が
経
済
的

困
窮
状
態
、
あ
る
い
は
不
公
平
感
を
強
く
抱
い
て
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
自
発
的
な
協
調
行
動
や
結
束
を
導

き
出
す
の
は
難
し
い
。
社
会
的
統
合
を
保
ち
、
人
々
の
協
調
行
動
や
結
束
の
条
件
を
整
え
る
と
い
う
観
点
か

ら
経
済
対
策
を
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

経
済
学
者
ブ
ラ
ン
コ
・
ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
氏
は
、
主
に
米
国
社
会
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
下
の
経
済

対
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
…
…
現
状
に
お
け
る
経
済
政
策
の
主
要
な
（
そ
し
て
、
実
質
的
に

唯
一
の
）
目
的
は
、
社
会
的
崩
壊
を
阻
止
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
経
済
政
策
が
果
た
し
え

る
も
っ
と
も
重
要
や
役
割
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
作
り
出
す
異
常
な
圧
力
の
な
か
で
、
社
会
の
絆
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
２
０
２
０
、９
頁
）。
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233　第6章　生　活

国
民
の
協
調
行
為
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
日
本
に
と
っ
て
は
、
こ
の
観
点
は
こ
と
さ
ら
大
切
で
あ
る
。
国

民
各
層
の
声
を
う
ま
く
集
約
し
、
業
種
や
地
域
な
ど
に
よ
る
不
公
平
感
を
な
く
す
こ
と
、
疎
外
感
を
抱
く
者

を
減
ら
す
こ
と
な
ど
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

４　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
基
盤

コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
以
降
の
中
長
期
的
な
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
各
国
共
通
の
関
心
は
、
い
か
に
国
や
社

会
の
強
靭
さ
を
増
す
か
で
あ
る
。
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
の
は
、
新
自
由
主
義
に
基
づ
く
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
路
線
は
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
点
だ
。
例
え
ば
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
モ
ハ
メ
ド
・
Ａ
・
エ
ラ

リ
ア
ン
氏
は
、
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
拡
大
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
路
線
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
と
指
摘
す

る
（
２
０
２
０
、
13
―
15
頁
）。
少
な
く
と
も
、
マ
ス
ク
な
ど
の
医
薬
品
、
最
低
限
の
食
物
な
ど
は
、
非
常
事

態
に
備
え
、
ど
の
国
で
も
国
内
自
給
の
体
制
を
一
定
程
度
整
え
る
だ
ろ
う
と
予
測
す
る
。
ま
た
、
１
９
９
０

年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
の
流
行
に
よ
り
、
各
国
は
官
民
双
方
と
も
費
用
対
効
果
と
効
率
を
第
一
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
後
は
リ
ス
ク
回
避
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靭
さ
）
を
よ
り
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
と

捉
え
る
。（
多
く
の
国
で
生
じ
た
「
医
療
崩
壊
」
は
、
病
院
の
設
備
や
人
員
の
「
効
率
化
」
が
一
因
だ
っ
た
と

見
る
向
き
が
多
い
）。

日
本
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
効
率
一
辺
倒
の
路
線
か
ら
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
重
視
に
転
換
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
、
人
々
の
自
発
的
な
協
調
行
動
や
結
束
を
導
き
出
す
条
件
を
整
え
る
と
い
う
観
点
も
求
め
ら
れ
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234

る
。
日
本
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
が
か
つ
て
称
賛
し
た
頃
の
日
本
の
強
み
は
、
や
は
り
国
民
全
体
の
ま
と
ま
り

や
自
発
的
な
協
調
行
動
に
依
拠
す
る
も
の
だ
っ
た
。
氏
が
強
調
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
は
、
日
本
民
族
の
持

つ
神
秘
的
な
力
と
い
っ
た
何
か
非
合
理
な
も
の
に
由
来
す
る
の
で
は
決
し
て
な
く
、
各
世
代
の
日
本
人
が
、

人
々
の
協
調
行
動
や
結
束
、
組
織
へ
の
愛
着
や
各
自
の
仕
事
へ
の
動
機
づ
け
な
ど
を
導
き
出
す
た
め
に
、

社
会
の
各
制
度
の
仕
組
み
を
試
行
錯
誤
的
に
工
夫
し
て
き
た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
（
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル 

（
１
９
７
９
）
78
頁
）。
例
え
ば
、
国
民
各
層
の
意
見
に
広
く
耳
を
傾
け
、
集
約
す
る
政
官
財
そ
れ
ぞ
れ
の
意

思
決
定
シ
ス
テ
ム
、
人
々
に
経
済
的
・
社
会
的
・
心
理
的
安
定
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
仕
事
へ
の
意
欲
や
忠

誠
心
を
引
き
出
す
企
業
組
織
の
あ
り
方
な
ど
が
そ
の
成
果
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
制
度
を
作
り
出
す
工
夫
の
重

要
性
は
、
新
自
由
主
義
に
基
づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
路
線
の
中
で
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

む
ろ
ん
私
が
主
張
し
た
い
の
は
、
約
40
年
前
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
の
時
代
に
回
帰
せ

よ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
日
本
の
国
力
の
第
一
の
源
泉
で
あ
り
、
結
局
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
も
の
は
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
人
々
の
高
い
規
範
意
識
や
自
発
的
な
協
調
行
動
、
結
束
力
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
高
め
、
維
持
す
る
制
度
的
工
夫
の
再
開

こ
そ
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
な
い
し
コ
ロ
ナ
以
後
の
日
本
の
国
づ
く
り
で
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）　

日
本
人
の
規
範
意
識
や
自
律
的
協
調
行
動
の
理
解
に
つ
い
て
は
拙
著
（
施 

（
２
０
１
８
）
第
二
章
）
を
参
照
願
い
た
い
。
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